
編 集 後 記

お茶の水女子大学ジェンダー研究センター年報『ジェンダー研究』10号が無事に刊行の運びとなった。

執筆者、査読者、校正者の方々をはじめ、ご協力を頂いた多くの皆様に心よりお礼を申し上げたい。今

号では二本の依頼論文、三本の投稿論文、二本の書評論文、二つの研究プロジェクト活動報告、そして

二つの書評を掲載した。

依頼論文として、ラセル・Ｓ・パレーニャス教授（米国カリフォルニア大学デイヴィス校）とエリ・

バルトラ教授（メキシコ都立自治大学ソチミルコ校）にご寄稿いただいた。お二人とも2005（平成18）

年度にジェンダー研究センターが外国人客員教授としてお迎えした先生方である。両論文とも、お二人

が日本滞在中に行った調査をもとに書かれている。なお、バルトラ先生は本学出身の大村香苗氏と共同

で調査、執筆された。より一層国際性の高い年報の刊行が求められる中で、今号に二本の英語論文を掲

載できたのは嬉しい限りである。

投稿論文として若手研究者の論文を三本掲載した。中絶に関する判決をフェミニスト法学の視点から

批判的に 察する山本論文、ジェンダーと表象の問題に取り組む井方論文、不妊当事者が抱える問題を

検証する白井論文と、それぞれの扱うテーマは実に多様である。依頼論文のテーマも含め、あらためて

女性学・ジェンダー研究に関する学術的研究の幅の広さと奥の深さを感じている。

今号の新企画ともいえる書評論文の掲載が実現したのは、執筆者の一人である嶺崎寛子氏のご協力は

いうまでもなく、執筆者の紹介、書評本の選定などでご協力いただいた編集委員各位のご尽力によるも

のと感謝している。私も力不足ながら書評論文を担当させていただいた。前号に続き、執筆の機会を与

えられたことをとても光栄に思っている。

研究プロジェクト活動報告では、宮尾正樹、舘かおるの両先生に成果刊行報告を、杉橋やよい先生に

個人プロジェクトの中間報告をお願いした。ジェンダー研究センターでまた一つ研究が実を結び、また

一つ新たな研究が着手され、進展しつつあることを大変嬉しく思う。

書評欄ではナショナリズム、エスニック・アイデンティティ、そしてジェンダーがまさに重層的に交

差する地点に読者の関心を向ける二冊を取り上げた。書評者のご協力に感謝の意を表するものである。

前号に引き続き『ジェンダー研究』編集事務局を担当し、二年にわたって年報の編集、発行に携わっ

た。その間、刊行費や郵送費の削減を余儀なくされるなど現実的な問題と常に隣併せではあったが、10

号刊行という一つの大きな節目に、従来通り質の高い年報を刊行し続ける意義をあらためて実感してい

る。女性・ジェンダーに関する学術研究の国内有数の発信源である『ジェンダー研究』に、一人でも多

くの読者が国内外でアクセスできるよう、今後は紙媒体での年報刊行に加えてバックナンバーを含む年

報の電子化を進めるなど、より戦略的な取り組みが求められてこよう。何はともあれ、今号も無事に刊

行されたのは喜ばしい限りである。ご協力を頂いた方々に深く感謝の意を示すとともに、読者の皆さま

には『ジェンダー研究』への変わらぬご支援をお願いしたい。

編集事務局 林 奈津子（研究機関研究員）
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